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学位論文審査結果の要旨
各審査委員が提出学位論文に関して個別に審査を行うとともに,１９９７年７月２４曰の口頭試問の結果
をふまえ，同日に論文審査委員会を開催し協議を行った。その結果，以下のように判定した。
日本の高山植物相の成立過程を歴史的に考察する研究は，従来は各種の分布を類型化した「要素区
分」をもとに議論されてきた。しかし，この方法には科学的な根拠を見出すことが出来ない。そこで
学位申請者は,葉緑体DNAの種内多型の把握と，それに基づく集団内･問の系統解析を行うことによっ
て，曰本の高山植物の植物地理学的理解を客観的で精度の高いものにすることを試みた。解析対象と
しては従来太平洋要素としてまとめらた分布様式を示す種の中から9種群をとりあげた。その結果，
(1)ヨツバシオガマとエゾコザクラの2種は，東北南部を境に南北に2系統に分かれ，さらにその中で地
域集団を分化させた種であること，(2)イワギキョウ，ハクサンチドリ，クロユリ，サマニヨモギ，ヒ
メクワガタ群，エゾノシシウド群，ミヤマダイコンソウの7種群は比較的近年に日本列島に侵入して
きた種群で遺伝的分化がほとんどないこと等を明らかにした。すなわち，太平洋要素とされていた種
群には，異なる歴史を持った種が含められていたことになる。また，葉緑体DNAの解析により種内レ
ベルでの歴史的な変遷過程を解明できることを示した。
以上の研究成果は日本の高山植物相の成立過程についての初めての客観的な解析結果を示したもの
であり，生物学分野のみならず保全生物学分野にも大きく寄与するものである。したがって，本論文
(よ博士（理学）の学位に値するものと判断する。
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